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研究開発
SDGsを意識したイノベーションによる

競争優位性の高い革新的製品

および技術の開発を推進 半導体レジスト材料の生産能力を大幅に増強し、半導体市場の拡大に対応していきます。

　電子材料は、当社の主な事業分野であり、半導体集積回路のさら

なる微細化、自動車のエレクトロニクス化、スマートフォンやタブレット

端末等のスマートデバイスの需要により、今後も成長が見込める分

野です。微細化に向けた最先端のA r F 液浸材料およびEUV材料

開発においては、顧客の開発スピード・高度化する品質要望にタイ

ムリーに応えるため、技術開発センターの試作ライン、福井工場の量

産化専用ライン、そして極微量元素分析装置の充実を図るなど、少

量試作から、量産までの一貫した製品開発に積極的に取り組んでい

ます。日々高まる顧客からのコストおよび品質要望に対し、技術開発

センターで開発された製品の競争力をより強固なものとするために、

長年培った合成技術と最新の知見に裏付けされた量産化技術とを

融合させた生産技術力を駆使し、究極的な製造法の確立を目指し改

良研究を行っています。製品のコストおよび品質競争力は、生産過

程を総合的に作りこむことで達成しています。また、法的、社会的要

請も遵守し、ISOなど品質システムに基づきつつ、さらなる品質向上

とコストダウンを推進するとともに、製造責任を果たしていきます。
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開発に対する思い

　私の所属する部署は主に最先端フォトレジスト材料の開発を行っています。過去から
の知見や経験を基に最短時間でのラボ検討～工場試作へとつなげています。スピード
感を重視した検討スケジュールの中で、グループ員が協力し合いながら進められるように、
グループ員のマルチスキル化も目指しています。またスピード感だけでなく、品質の良い
製品を安全に製造できるように検討を進めていきます。

VOICEインタビュー

電子材料工場建設

　半導体はスマートフォンやデータセンターに使われる最先端なもの

だけでなく、電力制御や自動車のEV化に使用される世代のものもあり、

その用途は幅広く、長期的な成長が見込まれます。半導体市場の拡

大に対応するため、福井事業所内に4棟目となる新工場が2023年

3月に完成しました。2001年に3棟目の工場を建設して以来、22年

振りの新工場建設となりました。工場建設には着工から約1年間を要

しましたが、計画通りに工事を行うことができました。2023年3月21

日に施工業者と当社にて竣工式が執り行われ、新工場の完成を祝う

とともに安全操業と繁栄を祈願しました。

● 研究開発体制図
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技術開発センター

開発戦略会議

研究開発企画・製品開発・生産技術開発・品質保証・工程改善

品質保証・工程改善・製品改良・品質改善

品質保証・工程改善・品質改善

技術開発センター 
電子材料開発グループ
主任

空中 雅子

電子材料分野の主力工場の一つとして、
今後の企業成長への大きな貢献を果たします。

　新工場の建設は、電子材料分野の拡大を図る中で、顧客から半導体材料、特に先端材料

に関して生産能力の増強を求められた背景もあり、金属管理を含め実績のある福井工場に建

設する運びとなりました。先端の半導体材料の量産工場として低金属への対応が可能な機

器を選定し、環境面ではクリーンルーム仕様にするなど高品質要求に対応した工場です。新

工場は、今後も成長が期待される電子材料分野の主力工場の一つと考えています。今後の

ダイトーケミックスの成長に大きく貢献してくれることを期待しています。

取締役
執行役員

衛藤 巧
えとう たくみ

　新工場で製造する半導体材料には厳しい品質管理が求められて

おります。特に、製品中の金属含量は1ppb未満、今後は更に厳しい

規格に対応する必要があります。新工場では半導体材料の中でも先

端材料の供給に対応するため、各反応機エリアはクリーンルーム仕

様とし、異物混入の防止対策を講じております。品質規格が厳しい材

料を製造するため、製造前準備には当初予定以上の期間と労力を

要しましたが、4月から製造を開始しております。今後も高品質な製品

を安定的に提供し、顧客満足度向上を図るため、継続的な改善活動

に取り組んでまいります。

建設時の新工場（2022年7月）

新工場作業エリアの一部

完成時の新工場（2023年3月）
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